
 

 

 

 

平成 29 年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名 
基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・ 

時期 

３７２０３ 
福祉レクリエーション 

Welfare recreation 
山口 榮三 専門 １ 選択 1･2 年 後期 

科目の概要 

福祉レクの支援計画の立案と支援実践ができるようになるために、福祉レクリエーション(以下「福祉レク」)を支える思想、またそ

れが発展してきた歩みを振り返り福祉レクの具体的な内容とそれが社会福祉の諸領域でどのように展開されているかを学ぶ。

そして、福祉レク援助が何を目指して行われるのか、またその全体像を理解したうえで、福祉レク援助者としての支援計画立案

手法と支援技術を学ぶ。 

学修内容 達成目標 

① 福祉レクの考え方を学ぶ。 

② 福祉レクの歩みを学ぶ。 

③ 福祉レクの展開状況を学ぶ。 

④ 福祉レクの企画手法を身につける。 

⑤ 福祉レクの援助技術を身につける。 

① 福祉レクの考え方を簡潔に発表・説明ができる。 

② 福祉レクの歩みを簡潔に発表・説明ができる。 

③ 福祉レクの展開状況を簡潔に発表・説明ができる。 

④ 福祉レクの企画ができる。 

⑤ 福祉レクの支援ができる。 

学生に発揮させる社会人 

基礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

前に踏

み出す

力 

主体性 次回の授業内容について、テキストの該当個所や関連する内容を確認し、予習をした。 

働きかけ力 
グループワークなどのチームで話し合って課題を解決する時、意見がでるように積極的に働きかけ

る。 

実行力 授業において、成績、知識・技術の習得に向け、どのように取り組むかの目標を持っている。 

 

考え抜

く力 

課題発見力 科目に対して、どのような姿勢で取り組んだらよいかを考え行動する。 

計画力 授業の成果を上げるため、自分の学修計画を立てることができる。 

創造力 「私ならこう考える」「このようにした方が良い」と、発想する習慣をつける。 

 

 

チーム

で 働 く

力 

発信力 相手が自分の話しを正しく理解しているかどうか、相手の反応を見て、状況に合わせて話せる。 

傾聴力 話を聞く時は、うなずきやあいずちをしながら聞く。 

柔軟性 立場によって、意見や考え方が違うということを理解し対応できる。 

情況把握力 自分以外にも質問や意見のある人がいることに配慮した。 

規律性 指示やルールが曖昧になった時は、自分の解釈で進めず必ず確認する。 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 ストレスを自己の成長のチャンスだと捉えることができる。 

テキスト及び参考文献 

テキスト：使用しない。プリントを適宜配布する。 

参考文献：なし 

他科目との関連、資格との関連 

他教科との関連：レクリエーション論、レクリエーション実技の授業を履修すること。 

資格との関連：レクリエーション・インストラクター 保育士 幼稚園教諭 

学修上の助言 受講生とのルール 

・配布プリントや資料は講義ノートに合わせてまとめておくこと。 

・覚えることが多いので、テキストにある練習問題にチャレンジし

内容を整理してほしい。 

･ 欠席はしないこと。 

･ 授業を欠席したら、欠席分の課題をレポートにまとめ提出す

ること(必須)。 

・ 授業中の私語は慎み、積極的に授業に参加すること。 

・ 配布プリントや資料は講義ノートに合わせてまとめておくこ

と。 

・ レク財を知るために、インターネットやメディア情報など、積

極的に情報収集する意欲を持ってほしい。 



 

【評価方法】 

評価方法 
評価の 

割合 

達成 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する点、評価についてのコメント 

筆記試験 

（レポート課題） 
20 

①  ✓ ・授業で学習した内容が理解されている。 

・問題を的確・適切に捉えられているか。 

・重要な点を把握しているか。 

・自身の見解を論理的な文章で論じているかを評価する。 

・誤字・脱字はないか。 

② ✓ 

③ ✓ 

④  

⑤  

小テスト 5 

①  ・毎回の小テストの点数を平均して判定する。 

① 授業で学習した内容の理解度を確認する。 

② 穴埋め問題と、択一形式問題を中心に出題する。 

・出題範囲は、各時点までの授業で学習した内容とする。 

②  

③  

④  

⑤  

レポート  

   

  

  

成果発表 

（口頭・実技） 
25 

①    

福祉レク支援の完成度（特に高い：25 点、完成度は高く内容にも工夫が見られる：15

点、完成はしているが、内容には工夫と努力が必要である：10 点） 

・注目すべき支援方法、プレゼンテーションの明瞭さを評価する。 

 

②  

③  

④  

⑤ ✓ 

作品 

（企画内容） 
30 

①    

福祉レク支援の企画の完成度（特に高い：30 点、完成度は高く内容にも工夫が見られ

る：20 点、完成はしているが、内容には工夫と努力が必要である：10 点） 

②  

③  

④ ✓ 

⑤  

社会人基礎力

（学修態度） 
10 

①   (主体性)：能動的な受講態度を評価する。（ポイントを的確に把握理解した支援実技

等） 

(実行力)：失敗を怖れず、やってみようとする果敢さを持って、取り組むことができる。 

(課題発見能力)：現状を正しく認識するための情報収集や分析ができる。 

(創造力)：従来の常識や発想を転換し、新しいものや解決策を作り出すことができる。 

(発信力)：支援実技の内容・意味を自分なりに十分に理解して支援している。 

発表の仕方を工夫してわかりやすく発表できる。 

(傾聴力)：相手の話を素直に聞くことができる。 

(規律性)：受講態度（遅刻、欠席、学習意欲欠如、課題やその他の提出物の未提出、

グループ活動への非協力など）が見られる場合は減点する。 

②  

③  

④  

⑤  

その他 10 

①   ・欠席は 1回につき１ポイントの減点判定となる。 

・欠席レポートの提出（１回提出１ポイント） ②  

③  

④  

⑤  

総合評価・割

合 
100 

  定期試験 20％、小テスト 5％、成果発表 25％、作品 30％、 

社会人基礎力（学修態度）10％、その他 10％ 

 

 

【達成目標の目安】 

達成レベル A（優）の目安 達成レベル B（良）の目安 

上記の【評価方法】の内 90％以上を満たす場合を A（優）

とみなす目安とする。 

・授業で学習した内容の理解度が優れている。（55%） 

・自身の見解を優れて論理的な文章で論じている。（5%） 

・発表が優れて論理的である。(10%) 

・優れて能動的な受講態度であること。（積極的で、ポイン

トを的確に理解した発言、発表等）（10%） 

・発表、発言等に優れて創造性、独自性がみられる。

(10%) 

上記の【評価方法】の内70％以上を満たす場合をＢ（良）とみな

す目安とする。 

・授業で学習した内容の理解度が良い。(50%) 

・自身の見解を論理的な文章で論じている。(5%) 

・発表が論理的である。(5%) 

・能動的な受講態度であること。（積極的で、ポイントを的確に

把握理解した発言、発表等）(5%) 

・発表、発言等に創造性、独自性がみられる。(5%) 

 

 



 

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
達成レベルC(可)の基準 予習・復習 

時間

（分） 

能力

名 

１週 

/ 

福祉レクの意義とその活動の理解及び実

技種目の受講方法説明 
講義と実技  

（予習）シラバスを理解

する。 

 

（復習）講義のまとめ 

60 主体性 

２週 

/ 

福祉レク援助の実際(1)：援助をリードする

際の、声の強弱、立つ位置、説明の仕方

のポイントについて実践を通して考え、学

ぶ。 

講義と実技 

小テスト 
小テストが 60％できる。 

（予習）プリントの該当範

囲を理解する。 

 

（復習）講義のまとめ。 

60 
課題発

見力 

３週 

/ 

レクリエーション持つセラピューティック

（治療的）な効果について学ぶ。 

 

講義と実技 

小テスト 
小テストが 60％できる。 

（予習）プリントの該当範

囲を理解する。 

 

（復習）講義のまとめ。 

60 
 

主体性 

 

４週 

/ 

福祉レク支援の展開

と方法・活動分析

（1） 

各自ゲームの企画

をする 

ゲームは場の楽しい

雰囲気を作ります。

そしてゲームを通し

て得られる身体的側

面・知的側面・情緒

的側面・社会的側面

の効果を活動分析

の基礎を通じて学

ぶ。 

 

講義と実技 

 

活動分析の基礎理解が

できている。 

 

（予習）プリントの該当範

囲を理解する。 

（復習）講義のまとめ。 

60 創造力 

５週 

/ 

福祉レク支援の展開

と方法・活動分析

（2） 

ゲーム支援の実践 

実技 

（支援実習） 

ゲームに積極的に参加

できる。 

（予習）プリントの該当範

囲を読む。 

 

（復習）講義のまとめ。 

60 実行力 

６週 

/ 

体の機能が低下した高齢者にとって、風

船や柔らかいボールなどは安全で手軽に

使える用具です。各自様々なゲームの支

援実習を行う。 

実技 

（支援実習） 

ゲーム支援ができる。 

 

（予習）さまざまなゲーム

を調べる。  

 

（復習）実技の振り返り

をまとめ記録 

60 
 

実行力 

７週 

/ 

小集団での共同学修 1～ウォーク・ラリー

（以下「ＷＲ」）の企画～ 自然は、癒しと

なり、また、ｳｵｰｷﾝｸﾞすることは健康増進

の効果を発揮します。チームで共同して

ＷＲの企画を行う。コースの下見を行う。 

数名でのＧＷ 

グループワーク（以下

「GW」）に積極的に係わ

れる。 

（予習）ＷＲコースの下

調べをする。  

 

（復習）ＧＷのまとめ。 

60 
 

計画力 

 

８週 

/ 

小集団での共同学修 2～ＷＲのコース図

作成 

ＷＲコース図作成方法を学びます。 

数名でのＧＷ 
ＧＷに積極的に係ること

ができる。 

（予習）ＷＲコースの再

確認をする。  

 

（復習）ＧＷのまとめ 

60 
働きか

け力 



 

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
達成レベルC(可)の基準 予習・復習 

時間

（分） 

能力名 

９週 

/ 

小集団での共同学修 ３～ＷＲの体験：

他グループ作成のコース図でＷＲ体験を

する。 

数名でのＧＷ 
ＧＷに積極的に係ること

ができる。 

（予習）ＷＲコースの再

確認をする。 

  

（復習）ＧＷのまとめ 

60 
働きかけ

力 

１０

週 

/ 

小集団での共同学修 3～ＷＲの評価 

各チームで企画実践したＷＲ企画の評価

を行う。 

数名でのＧＷ 
ＧＷに積極的に係ること

ができる。 

（予習）ＷＲコースの再

確認をする。  

 

（復習）ＧＷの振り返りま

とめ記録 

60 
働きかけ

力 

１１

週 

/ 

福祉レク援助の実際(2)：一日の生活を表

現したレク財と関連したゲームの実践を通

して、遊びと生活がいかに密着しているか

学習する。 

講義と実技 
ポイントを踏まえた効果

的な支援が実践できる。 

（予習）プリントの該当範

囲を理解する。 

 

（復習）講義のまとめと

実技の振り返り記録 

60 
 

発信力 

 

１２

週 

/ 

福祉レクの支援実習 実技 
ポイントを踏まえた効果

的な支援が実践できる。 

（予習）支援実習でのゲ

ームの調査 

 

（復習）支援実習を振返

り記録。 

60 発信力 

１３

週 

/ 

福祉レクプログラム開発(1)：イベント企画

に必要な A-PIEプロセスについて事例を

通して学び、グループ作業のスタートとす

る。 

講義とＧＷ 
イベント企画のプロセス

理解ができている。 

（予習）プリントの該当範

囲を理解する。 

 

（復習）講義とＧＷのまと

め記録。 

60 
 

計画力 

 

１４

週 

/ 

福祉レクプログラム開発(2)：グループで養

護老人ホームの誕生日会でのプログラム

を企画しよう。柔軟な発想と創造で楽しい

企画づくりを！  

 

企画書作成 

ＧＷ 

 

企画書内容が 60％の完

成度である。 

（予習）プリントの該当範

囲を理解する。 

 

（復習）ＧＷの振り返り記

録する。 

60 
 

計画力 

 

１５

週 

/ 

養護老人ホームの誕生日会を楽しもう！ 

グループごとに、養護老人ホームの誕生

日会プログラムの発表を行い、全員で議

論する。 

発表・議論 

ポイントが整理され、わ

かりやすく発表ができ

る。 

（予習）プリントの該当範

囲を理解する。 

 

（復習）授業のまとめと

振り返り。 

60 
 

発信力 

  


